




『屋根で創る「環境」』説明パネル

■課題説明 ■メンバー

■解析概要

・風解析

敷地内および周辺の風環境を確認した。解析は基本的には屋外
の解析で行い、エアコンなどの空調設備は考慮されていない。

解析条件
・ソフトウェア：FlowDesigner 2024
・乱流モデル：修正 k-εモデル

解析領域
・定常解析
・解析領域[m]：247.272(x)×218.292(y)×46.616(z) 
・最大メッシュ間隔：1.5 
・最小メッシュ幅：約1.4m 

 外気条件
・観測地点：東京都墨田区京島

(緯度：北緯35度42.6分、経度：東経139度49.28分) 
・観測点高さ：10m 
・風向,風速
夏：南 , 2m/s 
冬：北北西 , 2.1m/s

・光解析（夜の光シミュレーション）

電気湯の照明が公園に届ける光に関して、シミュレーションを
行った。

解析条件
・ソフトウェア：DIA LUX
・素材設定値：コンクリート 反射率34％

：ポリカ 反射率12％ 透過率88％ 屈折率1.586
・解析高さ：800mm
・証明設定値：2490lm 4000K   /   4240lm 4000K

・光解析（パビリオン）

足湯に落ちる光の量を検証する為、照度解析を実施した。

解析条件
・ソフトウェア： Grasshopper/Honey Bee(Radiance)
・素材設定値：ポリカーボネート 透過率90％

:白色の膜 透過率10％
・解析高さ：800mm
 
設定条件(場所/日/時)
・場所：対象敷地に近い、東京都千代田区のEPWデータを使用
・8/15日(夏休み期間を想定)の11時から13時で検証
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この課題では、東京都墨田区京島の伝統的な銭湯とシェアハウスを融合させた公共空間を提
案し、持続可能なコミュニティの構築を目指す。設計者は、銭湯の歴史的価値を理解しつつ、
現代のニーズに応じたデザインを模索する。

銭湯を現代的な施設に新しく建て直すか、またはリノベーションを行うことが求められ、共
用スペースの役割も重視される。私たちは、昔からの銭湯利用者にも配慮し、建物の大部分を
そのままの形で残して屋根をかけるリノベーションを行った。

通常、建築は建物利用者のことのみを考慮して建てられるが、私たちは屋根の操作で対象敷
地の外側にまで環境的なアプローチを行い、周辺環境にまで肯定的な影響を与える銭湯の形を
目指した。

・熱解析

解析条件
・ソフトウェア：FlowDesigner 2024
・乱流モデル：修正 k-εモデル

解析領域
・定常解析
・解析領域[m]：247.272(x)×218.292(y)×46.616(z) 
・メッシュ最大感覚：1.5 
・最小メッシュ幅：約1.4m 

 外気条件
・観測地点：東京都墨田区京島

(緯度：北緯35度42.6分、経度：東経139度49.28分) 
・観測点高さ：10m 
・外気温,湿度
夏(7月) :30℃
冬(1月) :5℃
・風向,風速
 夏(7月)：南 2m/s 
冬(1月)：北北西 2.1m/s
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